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適
法
な
選
択
的
様
態
と
医
師
の
説
明
義
務
違
反

河

原

格

適法な選択的様態と医師の説明義務違反

1

54321
初
め
に

適
法
な
選
択
的
様
態
に
関
す
る
日
本
に
お
け
る
裁
判
例

西
ド
イ
ツ
の
判
例
か
ら
の
要
件
摘
出

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
学
説

結
　
び

初
め
に

　
医
師
は
侵
襲
を
行
う
場
合
に
は
患
者
の
同
意
を
得
て
侵
襲
を
実
施
L
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
同
意
を
得
ず
に
侵
襲
を
行
っ
た
医
師
は
、

患
者
か
ら
不
法
行
為
責
任
を
追
及
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
医
師

は
侵
襲
を
実
施
す
る
に
は
患
者
に
十
分
説
明
を
し
て
そ
の
同
意
を
得
な
け

　
　
　
　
（
1
）

れ
ぽ
な
ら
な
い
。
説
明
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
あ
る
い
は
全
く
説
明
が
な

さ
れ
ず
に
得
ら
れ
た
患
者
の
同
意
は
無
効
で
あ
り
．
こ
の
同
意
に
基
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
な
さ
れ
た
侵
襲
は
違
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　
医
師
が
こ
の
説
明
を
十
分
患
者
に
尽
し
た
場
合
に
、
患
者
は
二
つ
の
態

度
決
定
に
迫
ら
れ
る
、
つ
ま
り
侵
襲
に
同
意
す
る
か
、
拒
絶
す
る
か
で
あ

る
。
同
意
し
た
場
合
に
は
侵
襲
か
ら
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
患
者
が
負

　
　
　
　
　
（
3
）

担
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
説
明
が
不
十
分
、
あ
る
い
は
全
く
な
い
ま
ま
侵
襲
を
行
っ
た
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

合
の
侵
襲
か
ら
生
ず
る
損
害
は
医
師
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

十
分
な
、
あ
る
い
は
全
く
説
明
を
行
わ
な
か
っ
た
医
師
が
仮
に
患
者
に
対

し
説
明
を
十
分
行
え
ば
、
当
該
の
侵
襲
に
同
意
し
た
で
あ
ろ
う
、
説
明
を

せ
ず
に
侵
襲
を
し
た
場
合
に
発
生
し
た
場
合
と
同
一
の
損
害
が
や
は
り
患

者
に
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
抗
弁
が
医
師
か
ら
提
出
さ
れ
た
場
合
に
、

医
師
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
．
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
わ
ゆ
る
適
法
な
選
択
的
様
態
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
日
本
に

67
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お
け
る
裁
判
例
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
少
な
い
と
考
え
ら
れ
、
学
説
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

も
最
近
初
め
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
西
ド
イ
ッ
に
お
い

て
は
日
本
よ
り
は
裁
判
例
が
多
く
、
学
説
上
も
詳
し
く
論
じ
ら
れ
、
適
法

な
選
択
的
様
態
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
し
て
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
以
下
で
述

べ
る
よ
う
に
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
下
で
は
、
適
法
な
選
択
的
様
態
を
め
ぐ
る
日
本
で
の
裁
判
例
，
西
ド

イ
ッ
に
お
け
る
裁
判
例
及
び
学
説
の
動
向
を
考
察
し
、
こ
の
問
題
に
対
す

る
解
決
の
い
と
ぐ
ち
を
見
出
す
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）
特
に
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
周
知
の
よ
う
に
医
師
の
侵
襲
と
患
者
の
同
意

　に関し

て
判
例
は
侵
襲
そ
れ
自
身
が
身
体
傷
害
で
あ
り
、
患
者
が
侵
襲
に
同
意

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
一
方

学
説
の
多
く
は
侵
襲
そ
の
も
の
は
身
体
傷
害
で
は
な
く
．
説
明
を
せ
ず
に
侵
襲

を
し
た
場
合
に
は
、
患
者
の
自
己
決
定
権
を
侵
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
立
場

　
に
立
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
い
か
に
医
師
の
行
為
と
い
え

ど
も
、
患
者
に
対
す
る
侵
襲
は
そ
れ
自
身
身
体
傷
害
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り

　
（
西
ド
イ
ツ
の
判
例
の
見
解
）
、
不
法
行
為
の
要
件
を
既
に
充
足
し
て
い
る
も
の

　
と
考
え
る
が
故
に
、
患
者
に
発
生
し
た
す
べ
て
の
損
害
を
医
師
は
賠
償
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
見
解
に
立
て
ば
、
患
者
に
と
っ
て
有
利
と
考
え
ら
れ
る
。

説
明
義
務
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
す
る
最
近
の
論
文
と
し
て
は
、
稲
垣
喬
・
実
務

民
事
法
5
（
一
九
八
四
年
）
二
〇
ぺ
ー
ジ
。
宮
野
彬
・
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝

賀
論
文
集
第
二
巻
（
一
九
八
四
年
）
三
七
五
ぺ
！
ジ
。
山
下
登
・
六
甲
台
論
集

　
三
〇
巻
一
号
（
一
九
八
三
年
）
九
六
ぺ
ー
ジ
、
同
三
号
（
一
九
八
三
年
）
三
三

　
ぺ
ー
ジ
、
同
三
一
巻
三
号
（
一
九
八
四
年
）
六
八
ぺ
r
ジ
。
加
藤
一
郎
”
森
島

　
昭
夫
編
『
医
療
と
人
権
』
（
新
美
育
文
（
一
九
八
四
年
）
八
三
ぺ
ー
ジ
。
金
川
琢

　
雄
・
法
時
五
五
巻
四
号
（
一
九
八
三
年
）
七
一
ぺ
ー
ジ
。
浦
川
道
太
郎
・
判
タ

四
九
三
号
（
一
九
八
三
年
）
一
二
三
ぺ
ー
シ
。
や
や
特
殊
の
領
域
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拙
稿
・
慶
懸
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
ー
慶
鷹
法
学
会
法
律
学
関
係
　
6

　
（
一
九
八
四
年
）
二
三
九
ぺ
ー
ジ
。
な
お
前
掲
・
医
療
と
人
権
（
新
美
育
文
）

は
同
意
原
則
の
承
認
と
い
う
形
で
医
師
の
侵
襲
そ
の
も
の
を
違
法
で
あ
る
と
し

て
い
る
（
一
〇
ニ
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
勿
論
こ
こ
で
い
う
説
明
と
は
自
己
決
定
の

た
め
の
説
明
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
自
己
決
定
以
外
の
説
明
に
関
し
て
述
べ
て

　いる

の
で
は
な
い
。

（
2
）
　
説
明
義
務
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
の
見
解
は
周
知
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い

る
。
前
掲
・
医
療
と
人
権
（
新
美
育
文
）
一
〇
八
ぺ
ー
ジ
参
照
。
筆
者
は
上
記

注
（
1
）
の
よ
う
に
医
師
の
侵
襲
は
常
に
傷
害
罪
に
該
当
し
、
患
者
の
同
意
の

　
み
が
違
法
性
を
阻
却
す
る
、
つ
ま
り
患
者
の
同
意
は
違
法
性
阻
却
事
由
と
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
故
に
患
者
が
十
分
に
説
明
を
医
師
か
ら
受

　け

ず
に
同
意
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
同
意
は
誤
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
か

　
ら
、
そ
の
同
意
は
一
般
の
意
思
表
示
理
論
に
従
い
、
無
効
と
な
る
と
考
え
る
。
そ

　
の
結
果
医
師
に
よ
る
侵
襲
は
全
体
と
し
て
違
法
性
を
帯
び
る
。
ω
。
≡
8
訂
慧
7

　
ω
Φ
一
げ
蓉
買
U
蜜
N
8
（
お
o
。
N
）
ω
呂
参
照
（
邦
訳
・
三
谷
忠
之
・
香
川
法
学
五

　
巻
一
号
一
五
二
ぺ
ー
ジ
）
。
同
意
を
意
思
表
示
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
∪
①
暮
8
プ
Z
㍉
名
ご
巽
）
一
〇
。
8
一
ω
O
＝
Z
脳
≦
這
巽
り
富
8
（
B
G
H
は
同

　
意
を
治
療
行
為
に
対
す
る
授
権
あ
る
い
は
許
可
を
与
え
る
行
為
と
い
う
見
解
か

　
ら
意
思
表
示
と
い
う
見
解
に
改
め
た
）
。

（
3
）
　
患
者
が
十
分
医
師
か
ら
説
明
を
受
け
た
が
、
な
お
侵
襲
を
拒
絶
す
る
こ
と

　
は
当
然
で
ぎ
る
。
十
分
説
明
を
受
げ
た
と
し
て
も
、
当
該
侵
襲
を
拒
絶
し
た
で

　
あ
ろ
う
と
い
う
患
者
か
ら
の
抗
弁
に
関
す
る
問
題
は
後
述
第
三
章
（
2
）
参
照
。

　
患
者
の
明
白
な
拒
絶
に
対
し
て
侵
襲
を
中
止
す
れ
ば
問
題
は
発
生
し
な
い
。
患

　
者
の
意
思
に
よ
る
侵
襲
の
拒
絶
の
場
合
の
代
表
的
な
実
例
と
し
て
エ
ホ
ヴ
ァ
の

　
証
人
に
よ
る
治
療
拒
否
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
最
近
の
も
の
と
し
て
橋
本
雄

　
太
郎
n
中
谷
礎
子
・
判
タ
五
六
九
号
（
一
九
八
六
年
）
八
ぺ
！
ジ
が
あ
る
。



適法な選択的様態と医師の説明義務違反

（
4
）
　
説
明
義
務
違
反
と
損
害
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
前
掲
・
医
療
と
人
権

　
（
新
美
育
文
）
二
一
〇
ぺ
ー
ジ
参
照
。
し
か
し
、
医
師
の
侵
襲
そ
れ
自
身
が
傷

害
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
通
常
生
じ
る
損
害
を
医
師
は
賠
償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
西
ド
イ
ッ
流
に
考
え
れ
ば
、
相
当
因
果
関
係
の

範
囲
で
発
生
し
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
）
。

医
師
が
説
明
を
す
れ
ば
な
し
た
で
あ
ろ
う
患
者
の
意
思
決
定
の
内
容
と
現
実
に

な
し
た
患
者
の
意
思
決
定
の
内
容
と
の
差
を
考
え
る
こ
と
が
因
果
関
係
の
問
題

　
で
あ
る
と
し
て
い
る
．
こ
の
場
面
の
一
つ
が
こ
こ
で
論
す
る
適
法
な
選
択
的
様

態
の
問
題
で
あ
る
。

（
5
）
　
適
法
な
選
択
的
様
態
に
関
す
る
医
師
の
抗
弁
は
全
く
の
仮
説
、
つ
ま
り
損

害
は
医
師
の
説
明
義
務
違
反
か
な
く
と
も
発
生
し
え
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
定

　
に
基
つ
く
。
∪
①
暮
。
D
3
＝
亀
ヨ
轟
鴇
g
算
剛
（
6
刈
①
）
一
」
お
（
邦
訳
・
損
害

賠
償
法
読
書
会
・
立
命
館
法
学
一
六
七
号
（
一
九
八
三
年
）
九
六
ぺ
ー
ジ
）
。
前

者
の
患
者
か
ら
の
証
明
は
実
証
義
務
ω
昌
曾
導
藍
①
籍
夷
8
塗
9
け
呂
と
呼
ん

　
で
い
る
。
切
O
国
Z
『
≦
一
〇
・
。
倉
お
鶏
参
照
。
こ
の
義
務
も
選
択
的
様
態
に
関

　
す
る
抗
弁
と
同
様
、
全
く
の
仮
説
に
基
づ
い
て
い
る
。
山
本
隆
司
・
判
タ
五
七

　
四
号
（
一
九
八
六
年
）
二
一
ぺ
ー
ジ
は
こ
の
義
務
を
説
得
的
に
理
由
つ
け
る
義
務

　
と
訳
し
て
い
る
。
な
お
ハ
γ
ス
”
レ
オ
・
ヴ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一

　
九
号
（
一
九
八
四
年
）
一
二
六
（
一
三
〇
）
ぺ
ー
ジ
参
照
（
能
見
善
久
訳
）
。

（
6
）
　
前
掲
・
稲
垣
三
四
ぺ
ー
ジ
。

2

適
法
な
選
択
的
様
態
に
関
す
る

　
日
本
に
お
け
る
裁
判
例

　
我
国
に
お
い
て
医
師
に
よ
る
説
明
義
務
違
反
と
適
法
な
選
択
的
様
態
と

が
問
題
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
考
え
ら
れ
る
裁
判
例
は
以
下
の
三
判
決

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
ω
　
神
戸
地
裁
昭
五
〇
・
九
・
四
民
二
部
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
ω
　
最
高
裁
昭
五
六
・
六
・
一
九
第
二
小
法
廷
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
⑥
　
名
古
屋
地
裁
昭
五
六
・
一
一
・
一
八
民
六
部
判
決

　
ω
の
事
例
は
、
虫
垂
炎
手
術
中
に
発
生
し
た
ぜ
ん
息
発
作
に
よ
り
患
者

が
死
亡
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
判
決
理
由
で
は
次
の
よ
う
に
説

示
さ
れ
て
い
る
。
「
（
説
明
）
義
務
違
反
と
本
件
結
果
（
患
者
の
死
亡
ー
筆

者
注
）
の
発
生
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
と
は
云
え
な
い
し
、
又
、

前
記
認
定
の
よ
う
に
昭
二
が
先
に
こ
ど
も
病
院
で
扁
桃
摘
出
手
術
を
受
け

た
と
の
事
実
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
右
危
険
性
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ

ば
原
告
ら
が
本
件
手
術
に
同
意
し
な
か
っ
た
と
認
め
さ
せ
る
に
十
分
な
証

拠
は
な
い
。
」
と
し
て
い
る
．
本
件
の
事
案
に
お
い
て
は
原
告
が
手
術
に

同
意
し
た
で
あ
ろ
う
と
認
定
す
る
上
で
、
裁
判
所
が
要
素
と
考
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
内
容
は
、
患
者
が
以
前
場
所
を
異
に
し
、
麻
酔
方
法
は
異
な

り
．
手
術
の
部
位
も
異
な
る
が
、
手
術
を
受
け
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
㈹

の
事
例
は
転
倒
し
て
傷
害
を
受
け
た
少
年
に
開
頭
手
術
を
行
っ
た
医
師
に

説
明
義
務
違
反
が
あ
る
と
し
て
（
説
明
義
務
違
反
以
外
の
争
点
は
こ
こ
で
は
除

外
す
る
）
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
本
件
で
は
原
告
ら
が

仮
に
手
術
の
危
険
性
に
つ
い
て
医
師
か
ら
十
分
説
明
を
受
け
て
い
た
と
し

て
も
、
夜
間
手
術
を
開
始
し
た
と
い
う
状
況
お
よ
び
被
告
病
院
以
外
に
安

全
な
医
療
機
関
も
な
か
っ
た
と
い
う
点
か
ら
、
結
局
、
本
件
手
術
に
同
意

し
、
手
術
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
．
⑥
の
事
例
は
医
師
が
美

容
の
た
め
に
脱
毛
治
療
を
行
う
に
際
し
て
そ
の
治
療
方
法
と
効
果
に
つ
い
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て
、
患
者
に
十
分
説
明
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損

害
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
判
決
理
由
で
は
次
の
よ
う
に
判
示

さ
れ
て
い
る
。
「
原
告
は
被
告
病
院
の
医
師
か
ら
治
療
の
効
果
等
に
つ
い

て
明
確
な
説
明
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
相
当
期
問
治
療
を
く
り
返

せ
ば
永
久
脱
毛
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
三
年
五
月
余
の
長
期
間
に
わ
た

っ
て
三
一
回
の
通
院
治
療
を
う
け
、
そ
の
挙
句
脱
毛
の
効
果
は
一
時
的
な

も
の
で
、
暫
く
す
れ
ば
毛
は
再
生
し
、
永
続
的
な
効
果
の
な
い
こ
と
を
身

を
も
っ
て
知
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
も
し
被
告
の
説
明
義
務
が
尽
さ
れ

て
お
れ
ぽ
、
原
告
は
被
告
病
院
の
治
療
を
う
け
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
」
と
し
て
原
告
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
は

患
者
の
受
け
た
治
療
方
法
に
よ
っ
て
も
、
脱
毛
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
大
き
く
判
断
に
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
ω
～
⑥
の
裁
判
例
を
通
じ
て
以
下
の
内
容
が
摘
出
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
以
前
に
麻
酔
に
よ
る
手
術
を
受
け
て
い
た
と
い
う
事
実
（
ω
の

　
　
事
例
）

　
（
2
）
　
そ
の
手
術
が
唯
一
の
手
術
で
患
者
に
は
他
に
選
択
の
余
地
が
な

　
　
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
ω
の
事
例
）

　
（
3
）
　
患
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
治
療
が
な
ん
ら
効
果
を
発
生
さ
せ
な

　
　
か
っ
た
こ
と
（
⑥
の
事
例
）

　
以
上
の
（
1
）
～
（
3
）
の
内
容
が
日
本
に
お
け
る
裁
判
例
か
ら
導
き
だ
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
し
か
し
こ
れ
ら
の
要
件
の
み
で
は
今
後
の
説
明
義

務
違
反
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
明
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
い
え
る

も
の
で
は
な
く
、
更
に
要
件
の
補
充
が
必
要
と
さ
れ
て
く
る
．

　
そ
こ
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
西

ド
イ
ッ
に
お
け
る
裁
判
例
及
び
学
説
の
動
向
に
つ
い
て
以
下
に
お
い
て
追

求
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
1
）
判
時
八
｝
○
号
（
叫
九
七
六
年
）
六
七
ペ
ー
ジ
。
事
実
の
概
要
は
次
の
通

　
　
り
で
あ
る
。
気
管
支
ぜ
ん
息
の
治
療
の
目
的
で
県
立
病
院
に
入
院
の
と
こ
ろ
、

　
　
腹
痛
は
虫
垂
炎
と
診
断
さ
れ
て
手
術
を
受
け
た
が
、
術
中
ぜ
ん
息
の
発
作
に
よ

　
　
る
呼
吸
停
止
、
心
停
止
を
起
こ
し
て
意
識
不
明
と
な
っ
た
ま
ま
一
ケ
月
半
後
に

　
　
死
亡
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
判
時
一
〇
一
一
号
（
一
九
八
一
年
）
五
四
ペ
ー
ジ
、
判
タ
四
四
七
号
（
一

　
　
九
八
一
年
）
七
八
ぺ
ー
ジ
。
事
実
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
十
歳
の
男
子

　
　
が
自
転
車
の
転
倒
に
よ
っ
て
左
後
頭
部
に
受
傷
し
た
た
め
、
A
医
師
か
ら
B
病

　
　
院
へ
転
医
さ
れ
、
同
病
院
の
外
科
医
が
脳
損
傷
を
疑
い
、
緊
急
開
頭
手
術
の
必

　
　
要
性
が
あ
る
と
診
断
し
て
同
手
術
を
実
施
し
た
が
、
患
者
は
出
血
多
量
に
よ
り

　
　
死
亡
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
判
例
評
釈
と
し
て
新
美
育
文
・
判
タ
四
七

　
　
二
号
（
一
九
八
二
年
）
一
〇
一
ぺ
ー
ジ
．
田
上
富
信
・
判
時
一
〇
三
七
号
（
一

　
　
九
八
二
年
）
一
七
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
（
3
）
判
時
一
〇
四
七
号
（
一
九
八
二
年
）
一
三
四
ぺ
ー
ジ
。
事
実
の
概
要
は
次

　
　
の
通
り
で
あ
る
。
脚
部
の
永
久
脱
毛
を
可
能
と
す
る
美
容
整
形
外
科
病
院
で
三

　
　
年
半
に
わ
た
り
計
三
一
回
通
院
し
た
女
性
が
い
ず
れ
も
効
果
が
な
く
、
か
え
っ

　
　
て
治
る
ま
で
数
ヵ
月
に
及
ぶ
焼
痕
が
残
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

3

西
ド
イ
ツ
の
判
例
か
ら
の
要
件
摘
出

　
西
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
適
法
な
選
択
的
様
態
の
問
題
に
つ
い

て
、
B
G
B
民
事
六
部
は
、
原
審
O
L
G
が
認
め
た
抗
弁
を
一
九
五
六
年
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（
1
）

に
初
め
て
取
り
扱
っ
た
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
B
G
H
は
、
特
に
真
実
の

意
思
の
探
求
が
不
可
能
な
場
合
に
、
仮
に
内
部
的
事
実
を
仮
定
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
は
判
断
せ
ず
に
、
別
の
理
由
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ら
O
L
G
の
下
し
た
判
決
を
破
棄
し
た
．
更
に
同
六
部
は
一
九
五
九
年
適

法
な
選
択
様
態
に
基
づ
く
抗
弁
を
認
め
、
こ
の
抗
弁
を
医
師
の
挙
証
負
担

　
　
（
3
）

と
さ
せ
た
．
同
六
部
は
こ
の
場
合
に
は
医
師
に
認
め
ら
れ
る
別
の
抗
弁
に

よ
っ
て
解
決
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
お
り
、
以
後
の

判
決
に
大
ぎ
な
影
響
を
与
え
た
。
「
患
者
が
二
つ
の
治
療
方
法
の
利
・
不

利
に
つ
い
て
十
分
説
明
さ
れ
て
い
れ
ぽ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
同
意
し
た
と
は
、

O
」
G
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
患
者
が
ど
の
よ
う
に
決
断
し
、

危
険
な
侵
襲
に
同
意
し
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
場
合
に
は
、
患
者

の
決
断
の
内
容
及
び
侵
襲
に
対
す
る
同
意
の
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
は
、
有

効
な
同
意
を
得
ず
に
治
療
を
し
た
医
師
の
負
担
と
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

（
4
）
い
」
。
こ
の
判
示
事
項
に
お
け
る
、
侵
襲
に
対
す
る
患
者
の
同
意
の
証
明
は

医
師
の
負
担
で
あ
る
と
い
う
内
容
が
こ
の
判
決
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
る
。

　
一
九
五
九
年
以
降
、
B
G
H
民
事
六
部
は
そ
の
多
く
の
判
決
の
中
で
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

記
の
判
示
事
項
に
従
っ
て
い
る
。
同
民
事
七
部
も
同
民
事
六
部
の
結
論
に

　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

従
っ
て
い
る
．
ま
た
下
級
審
も
一
部
に
反
対
は
あ
る
も
の
の
、
同
民
事
六

部
の
結
論
に
従
っ
て
い
る
。

　
こ
の
論
文
で
は
も
う
少
し
詳
し
く
そ
も
そ
も
初
め
よ
り
医
師
の
抗
弁
が

問
題
に
な
ら
な
い
場
合
を
次
に
掲
げ
る
。

　
（
1
）
　
医
師
が
患
者
に
対
し
て
十
分
説
明
を
し
た
場
合
に
は
、
医
師
の

抗
弁
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
説
明
義
務
を
医
師
が
欠

　
い
た
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
よ
う
な
医
師
の
抗
弁
が
登
場
す

　
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
患
者
が
十
分
説
明
を
受
け
た
と
し
て
も
同
意
し
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
を
患
者
サ
イ
ド
で
証
明
で
き
た
場
合
に
は
、
医
師
の
抗
弁
は

　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
問
題
に
な
ら
な
い
。
従
っ
て
患
者
サ
イ
ド
の
、
十
分
説
明
を
受
け
た

　
と
し
て
も
、
侵
襲
に
同
意
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
主
張
を
裁

判
所
が
認
め
な
け
れ
ば
、
医
師
サ
イ
ド
の
証
明
は
却
っ
て
容
易
に
な

　
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）
　
医
師
の
抗
弁
の
内
容
は
患
者
が
十
分
説
明
を
受
け
れ
ぽ
、
確
実

　
に
舅
客
聾
9
霞
ぎ
騨
同
意
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
証
明
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
単
に
お
そ
ら
く
3
壽
浮
ぎ
7

≦
Φ
ぎ
し
づ
毛
導
冨
魯
①
芭
一
魯
閃
。
写
同
意
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

　
で
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
十
分
説
明
を
す

れ
ば
、
患
者
は
確
実
に
同
意
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
医
師
が

証
明
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
（
1
）
～
（
2
）
と
同
様
に
、
医
師
の
抗

弁
は
そ
の
目
的
を
達
し
な
い
．
医
師
の
抗
弁
が
適
切
か
ど
う
か
は
裁

判
所
の
自
由
な
判
断
に
掛
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
両
当
事
者
が
ど
の

　
よ
う
な
証
拠
を
提
出
す
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
て
く
る
。

　
　
し
か
し
患
者
が
同
意
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
内
容
は
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

　
え
に
患
者
の
内
心
の
意
思
に
係
わ
る
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
裁
判
所

　
は
通
常
患
者
の
内
心
の
意
思
の
状
態
に
か
か
わ
る
状
況
の
み
を
考
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

　
す
る
こ
と
に
な
る
．
別
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
患
者
が
同
意
を
拒
絶
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す
る
理
由
が
不
条
理
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ

　
の
理
由
・
動
機
が
相
当
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
患
者
の

不
十
分
な
提
案
、
あ
る
い
は
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
提
案
は
、
医
師
の

反
対
抗
弁
を
、
却
っ
て
容
易
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
場

合
の
例
と
し
て
は
次
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
侵
襲
の
必
要

　
性
が
緊
急
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
患
者
が
十
分
説
明
を
受
け
た
後
に

も
同
意
を
拒
絶
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
抗
弁
を
患
者
が
提
出
し
た
と

　
し
て
も
、
そ
う
し
た
抗
弁
は
裁
判
所
か
ら
信
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ

　
　
　
（
B
）

　
と
で
あ
る
。

（
4
）
　
医
師
が
患
者
に
対
し
て
侵
襲
を
実
施
す
る
際
、
複
数
の
侵
襲
の

方
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
医
師
の
抗
弁
は
意
味
が
な
い
。
患
者
に
は

複
数
の
侵
襲
の
中
で
選
択
の
余
地
が
あ
る
の
で
、
確
実
に
当
該
の
侵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

襲
に
同
意
す
る
と
は
言
え
な
い
場
面
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
侵
襲
の

方
法
が
複
数
あ
る
の
で
は
な
く
、
単
独
の
侵
襲
の
方
法
の
み
し
か
な

　
い
場
合
、
つ
ま
り
患
者
に
選
択
の
余
地
の
な
い
場
合
に
は
医
師
の
抗

弁
は
成
功
す
る
。

（
5
）
　
患
者
に
と
っ
て
差
し
迫
っ
た
危
険
が
な
い
場
合
に
、
患
者
が
十

　
分
説
明
を
う
け
た
と
し
て
も
侵
襲
を
拒
絶
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
）

　
こ
の
場
合
に
も
医
師
の
抗
弁
は
成
功
し
な
い
。

（
6
）
　
最
後
に
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
患
者
は
具
体
的
な
状
況
に

　
あ
る
こ
の
生
身
の
肉
体
を
も
っ
た
患
者
を
念
頭
に
お
い
て
考
え
て
い

　
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
抽
象
的
な
理
性
的
に
判
断
の
で
き
る
患
者

　
を
予
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
．
と
い
う
の
も

　
　
患
者
は
第
三
者
か
ら
見
て
常
に
理
性
的
に
行
為
す
る
こ
と
を
前
提
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
上
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
適
法
な
選
択
的
様
態
を

め
ぐ
る
裁
判
例
の
傾
向
を
大
方
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
内
容
を
よ
り
手
短
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
要
件

は
、
日
本
に
お
け
る
よ
り
も
よ
り
鮮
明
な
内
容
を
含
む
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
次
章
で
は
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
学
説
に
つ
い
て
概

観
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
1
）
　
閃
O
属
く
零
島
ご
誘
℃
8
9
　
ち
な
み
に
R
G
は
、
基
本
的
に
認
め
ら
れ

　
　
る
と
考
え
ら
れ
た
医
師
の
抗
弁
を
否
定
し
た
。
そ
の
理
由
は
医
師
は
侵
襲
に
対

　
す
る
患
者
の
同
意
を
全
く
得
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
R
G
が
抗
弁
を

　
　
認
め
る
場
合
と
い
う
の
は
、
不
十
分
な
医
師
の
教
示
に
基
づ
い
て
患
者
が
同
意

　
　
し
た
場
合
を
い
う
の
で
あ
る
。
犀
O
国
一
舞
旨
O
（
お
o
。
y
　
な
お
松
坂
佐
蝿
・

　
　
民
法
提
要
債
権
各
論
（
第
四
版
一
九
八
一
年
）
二
九
六
ぺ
ー
ジ
以
下
参
照
。

　
（
2
）
閃
O
頃
く
段
艶
お
㎝
9
合
9

　
（
3
）
閃
O
国
N
鱒
ρ
一
鐸
匪
器
7
の
。
ぎ
一
身
ω
魯
巳
脅
①
。
冥
一
＼
N
9
＞
β
捨

　
　
（
一
〇
お
）
り
器
目
P
ド
参
照
。
一
方
一
九
五
九
年
、
B
G
H
民
事
三
部
は
同

　
　
年
以
前
の
判
決
を
考
慮
せ
ず
に
、
明
確
に
医
師
の
抗
弁
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
ケ

　
　
！
ス
は
種
痘
を
受
け
る
前
に
、
受
け
る
か
否
か
は
自
由
で
あ
る
こ
と
を
両
親
に

　
　
知
ら
せ
な
か
っ
た
種
痘
医
の
職
務
義
務
違
反
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
生

　
　
徒
は
種
痘
接
種
の
た
め
、
筋
萎
縮
症
に
か
か
っ
た
。
B
G
H
は
次
の
よ
う
に
判

　
　
示
す
る
。
「
職
務
義
務
違
反
行
為
に
よ
り
子
供
に
損
害
が
相
当
因
果
的
に
発
生

　
　
し
た
こ
と
を
O
」
G
は
明
確
に
確
認
し
た
。
父
が
種
痘
を
受
け
る
か
否
か
は
自

　
　
由
で
あ
る
こ
と
を
事
前
に
知
っ
て
い
た
場
合
に
、
父
が
種
痘
に
同
意
し
た
か
否
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か
の
間
題
は
、
こ
の
関
係
で
は
因
果
関
係
の
問
題
で
は
な
い
．
医
師
の
行
為
の

違
法
性
は
そ
の
主
張
す
る
患
者
の
仮
定
的
同
意
に
よ
っ
て
は
消
滅
し
え
な
い
。
」

＜
需
鴇
ご
蜀
ω
緕
（
誤
①
y
本
ケ
ー
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
B
G
H
民
事

三
部
は
適
法
な
選
択
的
様
態
に
関
す
る
抗
弁
を
認
め
て
い
な
い
。

（
4
）
　
閃
O
餌
N
鐸
一
お
h
乞
臼
名
一
田
。
・
o
。
区
け
く
霞
彰
お
㎝
O
し
器
（
放
射
線

判
決
）
。
樫
見
由
美
子
・
判
時
一
一
六
六
号
（
一
九
八
五
年
）
一
八
（
二
四
）

ぺ
ー
ジ
参
照
。

（
5
）
　
拙
稿
・
名
古
屋
商
科
大
学
論
集
二
八
巻
二
号
（
一
九
八
四
年
）
一
一
四
ペ

　
ー
ジ
以
下
参
照
。
他
に
国
Q
国
2
匂
名
一
〇
斧
鐸
一
（
ω
畠
ご
閃
O
国
乞
『
≦

　
一
鴇
9
G
o
O
9
閃
Q
＝
＜
o
遷
閃
這
oo
一
’
O
ミ
（
亀
o
o
）
の
い
ず
れ
も
同
一
の
結
論
に

　
従
っ
て
い
る
。

（
6
）
　
前
掲
注
（
3
）
に
掲
げ
た
民
事
三
部
の
結
論
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
、
否
定

す
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
結
論
は
民
事
六
部
を
支
持
し
て
い
る
。

切
Q
頃
N
O
一
レ
お
参
照
．

（
7
）
　
○
び
Ω
O
①
頴
Z
臼
≦
一
S
o
。
ふ
8
（
㎝
逡
）
に
よ
れ
ば
、
医
師
の
同
抗
弁

　
は
疑
わ
し
く
、
い
ず
れ
の
見
解
に
従
う
か
に
つ
い
て
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
と

　
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
後
の
○
い
O
O
＆
Φ
＜
。
冨
閃
ご
o。
ご
二
〇
。
“
（
犀
圏
）
は

　
医
師
に
よ
る
同
抗
弁
を
認
め
て
い
る
。

（
8
）
　
切
O
頃
乞
q
名
一
〇
巽
一
一
〇
。
O
S
切
O
国
＜
①
凄
ロ
一
S
ρ
一
〇
旨
（
一
〇
一
〇
〇
）
。
な

　
お
∪
①
ロ
聾
F
乞
シ
く
ち
巽
し
o。
O
N
■
参
照
。

（
9
）
　
ピ
Ω
因
鴛
一
胃
昌
Φ
Z
㍉
≦
ご
3
ω
綿
（
お
一
）
に
つ
い
て
は
前
掲
・
樫
見

　
・
判
時
二
五
ぺ
ー
ジ
図
O
＜
零
影
一
S
り
る
8
に
つ
い
て
は
前
掲
・
拙
稿
一

　
一
七
ぺ
！
ジ
参
照
。
他
に
O
ピ
O
国
固
ヨ
筥
＜
Φ
冨
閑
這
・
。
ど
紹
O
（
①
o。
o
。
と
ピ
Ω

N
妻
①
一
げ
昌
。
ざ
昌
＜
①
冨
国
お
o。
一
噂
一
〇
〇。
刈
（
一
〇
〇。
o
。
）
“
図
Q
＜
①
遷
国
一
〇
〇。
ρ
裡

　
（
謡
）
も
同
旨
。

（
1
0
）
　
前
掲
・
拙
稿
二
八
ー
一
二
〇
ベ
ー
ジ
参
照
．
こ
の
場
合
、
実
際
に
行
わ

　
れ
た
説
明
で
は
患
者
は
同
意
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
患
者
側
の

　
一
括
主
張
で
は
十
分
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
　
閃
Ω
国
く
霞
島
む
o。
ρ
命
o。
（
島
O
）
参
照
。

（
12
）
　
前
掲
・
拙
稿
ご
二
ぺ
ー
ジ
参
照
。

（
B
）
　
た
と
え
ば
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
い
か
な
る
輸
血
を
も
拒
否
す

る
エ
ホ
ヴ
ァ
の
証
人
の
行
う
告
白
の
よ
う
な
、
医
師
の
抗
弁
を
覆
す
に
足
る
特

別
事
情
を
患
者
は
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
14
）
○
ピ
Ω
国
暫
目
言
＜
Φ
冨
国
一
S
O
し
O
一
〇
“
ピ
O
N
≦
①
一
げ
急
。
ざ
づ
く
零
島

　
一
り
oo
一
一
一
〇
〇〇
S

（
15
）
○
い
O
国
即
ヨ
ヨ
＜
①
お
閃
一
竃
ρ
5
爲
“
ピ
O
N
（
Φ
一
げ
議
爵
霞
＜
。
毎
国

　おoo

一
噛
一
〇
Q
o
N

（
1
6
）
　
○
ピ
Ω
Q
φ
一
一
①
＜
①
匿
閑
一
〇
〇〇
一
リ
ニ
Oo
斜
（
二
〇〇
㎝
）
“
国
O
＜
①
遷
即
一
〇
〇〇
ω
、
置

　
（
誤
）
・
O
置
塗
犀
ざ
甘
一
寓
麟
ぎ
冨
ロ
曾
国
o
ヨ
g
①
旨
鴛
N
β
ヨ
ω
首
o
q
o
島
o
ぎ
昌

O
①
器
貫
ゴ
魯
切
P
N
（
お
o
o
㎝
）
P
＞
g
律
く
曾
ゆ
ト
っ
お
8
参
照
O
陣
⑦
器
p

＞
謡
爵
稗
昌
渥
胃
①
。
客
（
一
〇
〇。
一
）
一
〇。
P
山
Φ
鐸
≦
暫
＆
一
巷
の
①
目
O
Φ
の
＞
謡
芽
鑑
－

言
凝
畦
8
算
（
ち
o
。
ω
）
鵠
鉾
な
お
山
本
隆
司
／
手
嶋
豊
・
判
タ
五
六
三
（
一

九
八
五
年
）
一
九
九
ぺ
ー
ジ
参
照
。
以
上
に
つ
い
て
は
国
Φ
3
H
い
器
量
9
Φ

魑
醤
藻
魯
。
＞
旦
匹
鋒
β
梶
ε
律
。
ザ
。
（
お
o
。
ω
）
5
0
以
下
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

　
　
4
　
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
学
説

　
適
法
な
選
択
的
様
態
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
一
致
点
が

見
出
さ
れ
ず
に
い
る
状
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
裁
判
所
に
お
け

る
場
合
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
有
力
な
学
者
は
医
師
の
こ
の
抗
弁
に
反
対

し
て
い
る
．
そ
の
要
点
は
裁
判
所
は
患
者
の
自
己
決
定
権
を
尊
重
し
て
お

ら
す
、
危
険
を
伴
う
治
療
行
為
を
受
け
る
か
ど
う
か
決
定
す
る
の
は
患
者
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の
自
由
の
範
囲
に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
医
師
の
抗
弁
に
よ
っ
て
決
断
の

自
由
が
損
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
否
定
説
及
び
肯
定
説
及
び
類
型
説
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し

て
み
よ
う
。

　
（
1
）
　
否
定
脱

　
A
　
ケ
メ
ラ
ー
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
否
定
説
に
立
つ
論
者
と
し
て
は
．
ま
ず
二
ー
ダ
ー
レ
ン
デ
ル
が
挙
が
る

が
、
こ
こ
で
は
ケ
メ
ラ
ー
の
見
解
を
紹
介
す
る
．

　
加
害
者
が
違
法
に
行
動
し
た
た
め
、
損
害
を
被
害
者
に
発
生
さ
せ
た
場

合
、
一
方
で
適
法
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
選
択
的
に
可
能
で
、
し
か
も
違

法
な
行
為
に
よ
る
場
合
と
同
一
の
損
害
が
適
法
な
行
為
に
よ
っ
て
も
発
生

す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
加
害
者
が
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
責
任

を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
の
問
題
、
つ
ま
り
適
法
な
選
択
的
様
態
の
問

題
に
つ
い
て
、
ケ
メ
ラ
ー
は
そ
の
解
決
の
い
と
ぐ
ち
を
侵
害
さ
れ
た
規
範

の
目
的
及
び
損
害
賠
償
法
規
の
意
義
・
機
能
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
と

す
る
。
そ
し
て
適
法
行
為
に
よ
っ
て
も
同
一
の
損
害
が
発
生
す
る
こ
と
を

加
害
者
が
援
用
す
る
場
合
に
は
違
法
性
連
関
穿
畠
富
＆
今
碍
浮
蓄
旨
準

ヨ
ヨ
。
昌
導
α
q
が
な
い
場
合
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
問
題
は
違
法
性
連
関

　
　
　
（
2
）
（
3
）

の
問
題
と
す
る
．

　
こ
の
理
論
を
医
師
の
説
明
義
務
違
反
の
場
面
に
適
用
し
て
．
患
者
が
医

師
の
十
分
な
説
明
を
受
け
た
と
し
た
ら
、
同
意
し
た
で
あ
ろ
う
と
医
師
が

抗
弁
で
き
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
．
法
的
に
正

当
な
行
動
を
お
こ
な
っ
た
場
合
に
も
加
害
者
が
同
一
の
損
害
を
発
生
さ
せ

た
で
あ
ろ
う
と
い
う
抗
弁
を
提
起
で
き
る
か
の
問
題
に
対
し
て
は
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
答
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
。

　
医
師
の
説
明
及
び
患
者
の
同
意
の
要
件
の
持
つ
必
要
性
の
意
味
か
ら
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て
、
上
述
の
抗
弁
の
可
否
の
問
題
に
つ
い
て
は
否
定
的
に
解
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
そ
し
て
次
の
よ
う
な
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
医
師
に
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
患
者
が
医
師
か
ら
侵
襲
を
受
け
る

　
　
か
否
か
聞
か
れ
た
と
し
た
場
合
に
確
実
に
同
意
し
た
と
い
う
確
認
を

　
　
裁
判
所
が
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　
（
2
）
　
決
断
の
自
由
を
尊
重
す
る
こ
と
が
患
者
へ
侵
襲
を
受
け
る
か
否

　
　
か
聞
く
こ
と
の
意
味
で
あ
り
、
患
者
は
医
師
と
話
し
合
う
可
能
性
が

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
別
の
医
師
を
招
く
希
望
を
も
表
示
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
希
望
を
も
つ
か
捨
て
る
か
は
、

　
　
患
者
自
身
の
決
断
の
領
域
内
に
あ
り
、
裁
判
所
は
た
と
い
患
者
が
死

　
　
亡
し
て
も
、
そ
の
患
者
に
代
わ
っ
て
決
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ

　
　
（
7
）

　
　
と
。

　
従
っ
て
、
十
分
な
説
明
を
し
て
受
け
る
べ
ぎ
同
意
を
得
ず
に
侵
襲
を
し

た
医
師
の
行
為
は
、
侵
襲
を
必
要
と
す
る
特
別
の
理
由
が
存
在
し
な
い
場

合
に
は
違
法
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
医
師
は
手
術

の
失
敗
と
い
う
危
険
を
負
い
、
過
誤
が
な
く
、
し
か
も
医
師
に
有
責
行
為

が
な
く
と
も
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
．
従
っ
て
、
医
師
の

抗
弁
が
問
題
に
な
ら
な
い
場
合
と
い
う
の
は
次
の
場
合
に
限
ら
れ
る
と
す

る
．
つ
ま
り
患
者
へ
の
説
明
及
び
医
師
の
患
者
か
ら
の
同
意
の
取
得
が
必
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要
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
患
者
の
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
患
者
の

態
度
か
ら
あ
る
い
は
説
明
も
十
分
で
な
い
た
め
に
、
推
断
さ
れ
う
る
同
意

も
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
正
当
に
説
明
さ
れ
、
医
師
か
ら
侵
襲
を
受
け

る
か
否
か
聞
か
れ
れ
ぽ
患
者
が
同
意
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
抗
弁
を
、
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

師
が
提
出
す
る
こ
と
自
体
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
．

　
医
師
が
全
く
患
者
の
同
意
を
得
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
不
十

分
な
説
明
に
基
づ
き
、
患
者
が
同
意
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
そ
の
間
に

は
何
等
内
容
上
の
違
い
は
な
く
、
後
者
の
場
合
に
は
医
師
が
十
分
説
明
を

す
れ
ば
同
意
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
抗
弁
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
そ

の
場
合
の
考
慮
す
べ
き
問
題
点
は
医
師
の
患
者
に
対
す
る
説
明
の
意
味
か

ら
見
て
、
不
備
な
説
明
の
結
果
、
患
者
が
同
意
し
た
と
し
て
も
医
師
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

為
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
に
考
え
る
必
要

が
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
は
同
意
が
全
く
な
い
場
合
と
ま
さ
に
同
じ
場
面
と

考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
適
法
な
選
択
的
様
態
の
問
題
に
つ
い
て
は
前
記
の
よ
う
に
、
一
般
的
に

答
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
、
違
法
性
連
関
の
問
題
で
あ
り
、

個
々
の
ヶ
ー
ス
に
お
い
て
違
反
し
た
規
範
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
る
か
、

ま
た
そ
の
規
定
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
る
か
の
問
題
が
重
要
な

の
で
あ
る
。

　
以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ケ
メ
ラ
ー
の
意
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
次
の
よ

う
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
つ
ま
り
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗

弁
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
否
定
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
患

者
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
は
患
者
個
人
に
の
み
関
係
す
る
問
題
で
あ

り
、
裁
判
所
が
患
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

う
の
は
、
裁
判
所
の
判
断
の
領
域
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
B
　
ド
イ
チ
ュ
の
見
解

　
ド
イ
チ
ュ
は
適
法
な
選
択
的
様
態
の
問
題
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
主

　
　
　
（
11
）

張
し
て
い
る
。
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
は
、
損
害
は
侵
害
が
な
く
と

も
発
生
し
え
た
と
い
う
全
く
の
仮
説
に
そ
の
根
拠
が
あ
る
（
本
稿
第
1
章
注

（
4
）
参
照
）
．
こ
の
場
合
に
は
、
損
害
は
も
と
よ
り
侵
害
も
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
損
害
は
侵
害
行
為
か
ら
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

あ
ら
ゆ
る
侵
害
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
も
損
害
は
発
生
し
う
る
の
で
、
損

害
に
対
す
る
侵
害
行
為
の
意
味
の
重
要
性
は
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
従
っ
て
こ
の
問
題
は
違
法
性
連
関
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
ケ
メ
ラ
！
と
同
一
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
更
に
ド
イ
チ
ュ

（
1
2
）は
侵
害
行
為
の
あ
っ
た
場
合
に
関
し
て
は
、
規
範
目
的
及
び
手
続
き
保
障

及
び
判
断
自
由
の
範
囲
の
観
点
か
ら
医
師
に
よ
る
適
法
な
選
択
的
様
態
の

抗
弁
を
認
め
る
か
否
か
の
問
題
を
、
患
者
に
よ
る
自
由
な
判
断
の
損
な
わ

れ
た
場
合
と
位
置
づ
け
、
規
範
の
保
護
目
的
は
患
者
に
熱
考
及
び
自
由
な

判
断
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
．
従
っ
て
適
法
な
選
択
的

様
態
の
抗
弁
の
認
め
ら
れ
る
場
合
と
い
う
の
は
被
侵
害
規
範
が
患
者
に
よ

る
自
由
な
判
断
の
余
地
を
考
慮
し
て
い
な
い
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
と

す
る
。
手
続
き
保
障
及
び
判
断
自
由
の
範
囲
は
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

の
で
、
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
は
完
全
に
認
め
ら
れ
な
い
限
り
で
、

損
害
賠
償
請
求
権
は
減
額
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
（
判
断

自
由
の
）
保
障
と
予
防
と
は
常
に
損
害
が
完
全
に
賠
償
さ
れ
る
こ
と
を
要
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求
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
．

　
以
上
の
よ
う
に
ド
イ
チ
ュ
は
患
者
の
有
す
る
判
断
自
由
の
余
地
の
保
障

と
い
う
観
点
か
ら
、
医
師
に
よ
る
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
に
関
し
て

は
こ
れ
を
認
め
な
い
立
場
に
立
つ
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
ド
イ

チ
ュ
は
医
師
の
抗
弁
が
排
斥
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
損
害
賠
償
の
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
B
）

囲
を
減
額
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
注
目
す
べ
ぎ
内
容
で
あ

る
。　
C
　
エ
ッ
サ
ー
”
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解

　
エ
ッ
サ
ー
”
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
適
法
な
選
択
的
様
態
の
問
題
は
ヶ
メ
ラ
ー
、

ド
イ
チ
ュ
と
同
様
に
違
法
性
連
関
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
理
由
は

法
的
な
行
為
基
準
を
遵
守
し
た
と
し
て
も
侵
害
が
回
避
出
来
な
い
場
合
に

は
不
法
な
結
果
に
対
す
る
責
任
を
負
う
契
機
と
し
て
の
不
法
性
は
そ
の
機

能
を
失
う
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
医
師
に
対
し
損
害
賠
償
を
要
求
す
る
者

は
サ
γ
ク
シ
ョ
ン
の
思
想
を
用
い
、
更
に
損
害
賠
償
法
の
単
な
る
調
整
機

能
を
誤
解
し
て
要
求
し
て
い
る
と
い
う
。
証
明
の
場
面
で
も
規
範
目
的
と

違
法
性
連
関
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
前
者
で
は
裁
判
官
の
専
断
に
属

す
る
法
律
状
態
を
評
価
し
、
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
の
に
反
し
、

後
者
で
は
場
合
に
よ
っ
て
は
患
者
の
証
明
す
る
個
々
の
要
素
が
重
要
で
あ

り
、
仮
定
的
因
果
関
係
の
故
に
帰
責
性
が
な
く
な
る
よ
う
な
個
々
の
要
素

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

が
重
要
な
の
で
あ
る
。
加
害
者
は
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
を
主
張
し

た
か
ら
と
い
っ
て
損
害
発
生
に
対
す
る
関
与
な
い
し
侵
害
に
対
す
る
関
与

を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
義
務
違
反
の
因
果
関
係
国
讐
絶
姦
一
q
霞

℃
臣
。
算
慧
母
碍
竃
答
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
D
　
メ
デ
ィ
ク
ス
の
見
解

　
メ
デ
ィ
ク
ス
は
こ
の
問
題
を
規
範
の
も
つ
目
的
か
ら
検
討
す
る
．
判
決

の
上
で
は
通
常
侵
害
さ
れ
た
規
範
の
保
護
目
的
を
中
心
に
し
て
い
る
．
侵

害
さ
れ
た
規
範
が
損
害
一
般
の
9
亀
窪
β
ぎ
昌
や
暮
ひ
を
妨
げ
、
単
に
定

ま
っ
た
方
法
で
損
害
の
発
生
を
妨
げ
る
の
で
は
な
い
場
合
に
は
、
適
法
な

選
択
的
様
態
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
損
害
一
般
の
発
生
を
妨
げ
な

い
の
で
あ
り
．
定
ま
っ
た
方
法
で
損
害
の
発
生
を
妨
げ
る
場
合
に
は
適
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

な
選
択
的
様
態
が
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
規
範
が
損
害
発
生

を
妨
げ
る
場
合
で
さ
え
、
加
害
者
は
重
要
な
手
続
上
の
保
障
が
問
題
に
な

る
限
り
、
損
害
賠
償
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
通
常
、
説
明
を

受
け
た
患
者
の
同
意
も
、
こ
の
意
味
で
放
棄
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
手
続

上
の
保
障
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
説
明
義
務
に
違
反
し
た
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

師
は
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
の
ケ
メ
ラ
ー
、
ド
イ
チ
ュ
、
エ
ッ
サ
ー
”
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
メ
デ
ィ

ク
ス
の
見
解
の
紹
介
で
否
定
説
の
検
討
を
終
え
る
。

　
（
2
）
肯
定
説

　
グ
ル
γ
ス
キ
ー
の
見
解

　
規
範
の
目
的
が
損
害
の
発
生
を
妨
げ
る
こ
と
に
存
す
る
場
合
に
、
適
法

な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
は
重
要
で
あ
る
。
規
範
の
目
的
が
損
害
の
発
生
を

回
避
す
る
こ
と
に
あ
る
場
合
に
は
、
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
、
法
益

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
適

法
に
損
害
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
よ
い
と
い
う
の
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（
π
）

で
は
な
い
。

　
医
師
が
説
明
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
も
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
師
に
損
害
賠
償
責
任
は
発
生
し
な
い
と

グ
ル
ン
ス
キ
ー
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
、
説
明
義
務
は
患
者
の
一

身
に
専
属
す
る
決
定
の
自
由
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
、
グ
ル
ン
ス
キ
ー
は
言
う
。
説
明
義
務
が
患

者
の
決
定
権
を
確
保
す
る
と
い
う
内
容
は
も
ち
ろ
ん
正
当
で
は
あ
る
が
、

医
師
に
対
し
損
害
賠
償
請
求
権
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
の
患
者

の
人
格
権
を
保
護
す
る
こ
と
が
損
害
賠
償
法
の
任
務
で
は
な
い
。
損
害
賠

償
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
医
師
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
、

適
法
な
選
択
的
様
態
の
場
合
に
損
害
賠
償
法
の
有
す
る
調
整
機
能
を
放
棄

す
る
理
由
が
な
い
．
こ
の
結
果
、
適
法
な
説
明
を
す
れ
ぽ
患
者
は
同
意
し

た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
患
者
の
損
害
賠
償
請
求
権

は
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
思
慮
深
い
患
者
だ
と
す
れ
ぽ
、
同
意

し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
、
当

該
患
者
が
正
に
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
で
あ
ろ
う
か
（
そ
の
反
応
が
い
か
に

異
常
で
、
全
く
非
合
理
的
で
あ
ろ
う
と
も
）
と
い
う
こ
と
が
基
準
に
な
る
。
こ

の
場
合
に
は
一
般
的
枠
組
か
ら
み
て
医
師
の
治
療
行
為
に
対
し
て
被
害
患

者
の
態
度
に
特
徴
が
あ
れ
ば
、
そ
の
患
者
が
思
慮
深
い
平
均
的
患
者
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

す
れ
ぽ
行
動
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
内
容
を
基
準
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

被
害
者
の
保
護
に
役
立
つ
手
続
ぎ
保
障
を
加
害
者
が
考
慮
し
な
か
っ
た
と

い
う
点
に
不
法
性
が
存
在
す
る
場
合
で
も
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
は

　
　
　
　
　
　
パ
2
0
）

適
用
さ
れ
る
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
医
師
の
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
を
認
め
る
立
場
に

立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
．
そ
の
証
明
責
任
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
被
害
者
（
患
者
）
は
適
法
に
説
明
を
受
け
れ
ば
、

説
明
の
内
容
で
あ
る
危
険
を
負
担
す
る
の
で
あ
る
．
被
害
者
に
損
害
が
発

生
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
場
合
に
は
、
加
害
者
（
医
師
）
は
そ
の

通
り
の
内
容
の
証
明
を
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
説
明
義
務
の
目
的
は
終

局
的
に
は
、
発
生
す
る
危
険
を
自
分
が
負
担
す
る
か
否
か
の
決
定
を
す
る

可
能
性
を
加
害
者
は
被
害
者
に
与
え
る
点
に
あ
る
。
そ
の
証
明
を
加
害
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

が
出
来
な
け
れ
ば
、
加
害
者
は
そ
の
負
担
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
グ
ル
ン
ス
キ
ー
は
適
法
な
選
択
的
様
態
の
問
題
を
損
害

賠
償
法
の
目
的
か
ら
考
察
し
て
そ
の
抗
弁
を
認
め
て
い
る
．

　
（
3
）
　
類
型
説

　
ニ
ュ
ス
ゲ
ン
ス
の
見
解

　
ニ
ュ
ス
ゲ
ン
ス
は
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
を
限
定
的
に
認
め
る
立

場
に
立
っ
て
い
る
．
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
．
自
己
決
定
権
が

侵
害
さ
れ
て
い
る
限
り
、
こ
の
抗
弁
は
認
め
ら
れ
な
い
．
そ
の
結
果
、
患

者
が
医
師
の
説
明
を
受
け
れ
ば
、
同
意
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
場
合
と
い
え
ど
も
、
医
師
ば
、
患
者
の
自
己
決
定
権
を
侵
害
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
非
財
産
的
損
害
（
慰
謝
料
）
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な

　
（
2
2
）

ら
な
い
。
だ
が
そ
れ
以
上
の
損
害
、
つ
ま
り
侵
襲
が
失
敗
し
た
場
合
、
患

者
に
肉
体
上
の
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
十
分
説
明
す
れ
ぽ
患
者
は
同

意
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
限
り
、
患
者
の
自
己
決
定
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（
器
）

権
の
侵
害
に
よ
っ
て
は
、
侵
襲
行
為
は
不
法
と
は
な
ら
な
い
．
B
G
B
第

八
二
八
条
第
一
項
は
こ
う
し
た
損
害
か
ら
患
者
を
保
護
す
る
規
定
で
あ
り
、

そ
の
挙
証
責
任
は
仮
定
的
因
果
関
係
の
一
般
原
則
に
よ
り
．
医
師
に
あ
る

と
す
る
。

　
以
上
が
医
師
に
よ
る
適
法
な
選
択
的
様
態
に
関
す
る
抗
弁
を
め
ぐ
る
学

説
の
紹
介
で
あ
る
。
否
定
説
、
肯
定
説
及
び
類
型
説
は
患
者
の
同
意
を
裁

判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
に
関
し
て
は

上
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
対
立
し
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
患
者
の
医
師
に
要
求
す
る
説
明
義
務
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
、
及
び
患
者
の
同
意
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
の
問
題
に

関
係
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
と
合
わ
せ
て
、
次
の
章
で
は
医
師
に
よ
る

適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
の
可
否
に
つ
い
て
総
括
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
乞
一
＆
需
憲
＆
。
ン
＞
亀
●
窃
ρ
合
（
這
躍
）
O
o
。
’
但
し
医
師
の
選
択
的
様

態
の
抗
弁
に
関
し
て
は
論
じ
て
い
な
い
。
そ
の
概
略
に
つ
い
て
は
樫
見
由
美

子
・
判
時
二
五
三
号
（
一
九
八
五
年
）
二
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
2
）
国
3
魯
く
9
0
器
ヨ
ヨ
霞
8
0
①
鶏
目
ヨ
①
ぎ
詔
ぼ
一
砕
呂
H
（
一
8
0。
y

　
良
9
島
一
●
論
者
に
よ
っ
て
は
ケ
メ
ラ
ー
の
見
解
を
類
型
的
な
見
解
と
し
て

分
類
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
特
に
医
師
に
関
す
る
選
択
的
様
態
を
め
ぐ
る
間
題

　
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
否
定
説
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
掲
・
樫
見

二
四
ぺ
ー
ジ
参
照
。

（
3
）
　
ケ
メ
ラ
ー
は
説
明
義
務
違
反
の
ケ
ー
ス
を
す
ぺ
て
違
法
と
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
た
と
え
ば
患
者
の
態
度
か
ら
見
て
、
正
確
な
説
明
を
放
棄
し
た
こ
と
が

　わかる

場
合
と
か
、
患
者
が
す
べ
て
を
医
師
に
任
せ
る
と
表
明
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
れ
ば
、
そ
の
場
合
も
違
法
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
．

O
器
目
ヨ
畦
9
鍔
費
P
含
ρ
し
か
し
、
医
師
の
説
明
及
び
患
者
の
同
意
の

持
つ
機
能
は
上
述
の
よ
う
な
特
殊
の
理
由
の
な
い
限
り
、
同
意
及
び
そ
の
前
提

で
あ
る
説
明
が
な
け
れ
ば
、
違
法
性
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。
O
器
舅
目
忠
9

鉾
鉾
P
倉
P
前
掲
・
樫
見
二
ニ
ペ
ー
ジ
参
照
。

　　　パ 　 　 　 パ10987654）））））））
　
国
①
o
耳

所
が
患
者
の
一
身
専
属
権
で
あ
る
決
定
権
を
判
決
で
置
き
換
え
る
こ
と
は
患
者

　の

人
格
を
侵
害
し
て
い
る
と
し
て
、
患
者
の
人
格
権
の
保
護
の
見
地
か
ら
医
師

　の

抗
弁
を
否
定
す
る
。

（
1
1
）
U
①
ロ
富
多
頃
畦
言
凝
霞
8
算
一
（
一
〇
お
）
ミ
ω
（
前
掲
・
邦
訳
九
六
ぺ

　
ー
ジ
以
下
）
3
鐸
＞
置
＃
8
耳
口
巳
＞
冨
昭
ぎ
§
9
冨
。
奔
（
お
o。
o
。
）
謹
5
5

一
①
ピ
概
略
に
関
し
て
は
前
掲
・
樫
見
二
四
ぺ
ー
ジ
参
照
。
甲
。
き
ヒ
蒔
。
目
雫

一
口
8
留
言
一
身
8
客
昼
＞
β
戸
お
輿
切
9
廿
脇
ρ
は
規
範
の
侵
害
と
損

害
と
の
間
に
は
内
部
連
関
ヨ
ま
り
零
国
偉
器
目
舅
窪
言
眞
が
存
在
す
る
か
否

　
か
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
規
範
が
損
害
の
発
生
を
妨
げ
る
も

　
の
で
あ
れ
ば
、
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
損
害
が
規
範

　
の
保
護
目
的
外
で
あ
れ
ば
．
損
害
賠
償
義
務
は
な
い
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
医
師

　
の
説
明
義
務
は
患
者
の
決
定
の
自
由
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
医
師
の
抗

弁
は
．
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
労
働
者
が
理
由
な
く
、

　
い
き
な
り
使
用
者
に
対
し
解
約
通
知
を
し
た
場
合
に
、
解
約
告
知
規
定
は
契
約

関
係
を
終
了
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
は

Q
器
ヨ
ヨ
霞
①
ざ
鍔
穿
P
ホ
一
・

O
器
目
ヨ
零
零
り
勲
鉾
F
島
ρ

O
塁
目
ヨ
霞
①
5
鋭
鉾
O
‘
濠
P

前
掲
・
樫
見
二
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

9
0
目
目
①
冨
5
野
釦
O
‘
髭
9

0
器
目
ヨ
①
『
①
ン
鉾
鉾
O
‘
念
ρ

O
①
ぼ
帥
夷
サ
9
。
弩
註
ざ
ぎ
＞
畦
箆
鋒
琶
o
q
呂
強
。
算
ξ
｛
冨
震
α
器
。
ざ
コ

　
（
一
〇
総
）
一
㎝
？
一
塁
は
こ
の
医
師
の
抗
弁
の
適
否
に
つ
い
て
、
裁
判
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早
過
ぎ
た
契
約
終
了
に
よ
り
発
生
し
た
損
害
を
賠
償
す
る
の
で
あ
っ
て
、
解
約

告
知
期
間
を
契
約
通
り
守
っ
て
も
発
生
し
た
損
害
を
賠
償
す
る
必
要
は
な
い
の

　
で
あ
る
．
従
っ
て
労
働
者
は
い
わ
ゆ
る
早
急
損
害
＜
①
属
急
ビ
轟
器
9
呂
窪
を

賠
償
す
る
義
務
が
あ
る
。
前
掲
・
樫
見
二
〇
ぺ
ー
ジ
参
照
。
な
お
O
冒
屋
与
噂

　
”
。
勲
P

（
1
2
）
　
∪
窪
冨
多
鋭
鋭
ρ
し
鐸
（
前
掲
・
邦
訳
九
七
ぺ
ー
ジ
）
。
前
掲
・
樫
見

二
四
ぺ
ー
ジ
。

（
1
3
）
　
∪
①
暮
零
ぴ
鋳
勲
O
●
し
蚕
（
前
掲
・
邦
訳
九
八
ぺ
！
ジ
）
。
前
掲
・
樫
見

二
四
ぺ
ー
ジ
。

（
1
4
）
国
器
霞
U
の
魯
鼠
仙
戸
ω
。
言
一
母
。
。
騨
切
釧
一
≧
一
磯
①
ヨ
①
首
零
臼
①
臨
9

　
＞
“
論
ご
巽
●
閑
含
5
μ
器
目
P

（
1
5
）
　
目
＆
ざ
臣
｝
留
言
一
畦
9
算
》
日
ド
＞
縄
中
（
一
〇
曽
）
』
顕
ま
た
前
掲
・

樫
見
二
四
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　　　　　　　　　　　　パ　　　　　パ
22　21　20　19　18　17　16
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

＞
謡
冨
皿
、

（
一
S
o
。
）
』
8
い

結
論
で
あ
り
、

損
害
が
債
権
者
に
発
生
す
る
場
合
に
は
債
務
老
に
損
害
賠
償
を
負
担
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
と
し
、
適
法
な
選
択
的
様
態
の
場
面
で
考
え
る
と
、
単
に
過
失
が

あ
っ
て
富
冥
一
騎
。
。
蒔
医
師
が
説
明
を
し
な
か
っ
た
二
と
は
偶
然
の
損
害
に
と

っ
て
重
要
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
ピ
塁
量
O
窪
＆
一
品
魯
犀
鼠

寓
①
＆
o
臣
、
鋭
費
P
謡
伊

O
一
ロ
ロ
畏
ざ
勲
鋭
O
‘
＜
o
周
伽
漣
0
8
釦

O
冨
器
与
噂
費
鋭
P
＜
8
㎝
漣
0
8
鋭
な
お
注
（
1
0
）
参
照
。

O
冨
冨
犀
ざ
勲
P
9
＜
自
ゆ
認
り
8
鉾
な
お
注
（
1
0
）
参
照
。

O
冒
匿
犀
ざ
鋭
勲
9
＜
8
伽
漣
0
8
勲
な
お
注
（
1
0
）
参
照
。
　
脅

9
毒
玲
ざ
鋭
鋭
9
＜
象
㈱
濾
0
8
鈴
な
お
注
（
1
0
）
参
照
。

乞
富
品
①
審
一
N
矩
①
一
問
声
o
q
雪
国
ロ
リ
匿
≦
マ
①
o
鐸
ユ
魯
窪
国
珠
ε
轟
畠
畠

　
一
罠
明
①
の
鍍
o
年
凶
津
旨
噌
男
二
♂
国
鵠
弩
器
昌
ヨ
刈
ρ
O
①
言
旨
。。
匿
㎎

　
　
　
　
困
①
ぎ
。
毛
竃
①
葺
く
雪
島
ご
O
ρ
卜
o
S
（
ω
8
y
も
同
様
の

　
　
　
　
い
ず
れ
の
事
情
で
あ
れ
、
し
か
も
債
務
者
に
過
失
が
な
く
と
も

閃
。
一
3
壽
ぎ
畠
霞
鋒
国
岳
魯
雪
＞
鼠
匹
魑
毎
凝
呂
岳
。
ヌ
冒
旨
凝
匹

聖
ぼ
①
一
宮
5
＞
雷
一
ロ
区
℃
暮
一
Φ
暮
凶
三
零
ぎ
b
↓
げ
段
碧
一
。
ロ
巳
閑
o
。
算

　
（
這
o
。
一
）
o
。
O
持
国
①
3
0
r
器
量
費
鍔
P
5
9
参
照
。

（
2
3
）
　
ピ
”
旦
・
”
野
鋭
O
‘
一
〇
㎝
．

5
　
結
　
び

　
適
法
な
選
択
的
様
態
の
問
題
に
つ
い
て
の
わ
が
国
及
び
西
ド
イ
ッ
に
お

け
る
裁
判
例
及
び
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
学
説
に
関
し
て
概
観
し
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
こ
の
問
題
に
お
い
て
の
前
提
は
ω
医
師
側
に
明
ら
か
に
説
明

義
務
違
反
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
⑧
医
師

が
説
明
義
務
に
違
反
せ
ず
、
十
分
説
明
し
た
と
す
れ
ば
（
こ
こ
で
仮
に
説
明

し
た
と
す
れ
ば
と
い
う
こ
と
が
仮
定
的
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
、
患
者
は
確

実
に
侵
襲
に
同
意
し
た
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
（
し
か
し
こ
の
仮
定
的

原
因
は
現
実
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
通
常
の
仮
定
的
原
因
と
は

明
確
に
区
別
さ
れ
る
）
。

　
そ
こ
で
こ
の
問
題
を
ケ
メ
ラ
i
、
ド
イ
チ
ュ
、
エ
ッ
サ
ー
”
シ
ュ
ミ
ッ

ト
が
共
通
に
主
張
す
る
違
法
性
連
関
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
適
法
行

為
に
よ
っ
て
も
損
害
が
発
生
す
る
（
も
ち
ろ
ん
違
法
行
為
に
よ
っ
て
正
に
同
じ

損
害
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
）
の
で
あ
る
か
ら
、
医
師
に
は
違
法
性
連
関
が

存
在
し
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
医
師
の
負
う

説
明
義
務
は
患
者
の
自
己
決
定
の
領
域
を
保
障
す
る
機
能
を
有
す
る
と
考

え
ら
れ
、
ま
た
説
明
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
決
定
す
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
患
者
の
利
益
を
医
師
が
侵
害
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
観
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（
2
）

点
か
ら
み
る
と
、
医
師
の
行
為
に
は
違
法
性
連
関
が
存
在
す
る
と
い
え
る
。

　
更
に
ド
イ
チ
ュ
及
び
メ
デ
ィ
ク
ス
の
見
解
に
立
っ
て
こ
の
問
題
を
考
察

す
る
と
、
侵
害
行
為
の
存
在
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
侵
害
さ
れ
た
規
範
の

保
護
目
的
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
こ
の
保

護
目
的
の
内
容
は
患
者
の
自
由
な
決
定
の
保
障
及
び
確
保
に
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

保
障
内
容
は
患
者
の
一
身
に
専
属
す
る
権
利
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ま
た
他
の
論
者
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
一
方
で

損
害
賠
償
法
の
機
能
と
い
う
観
点
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と
は
否
定

　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

で
き
な
い
。
な
か
で
も
損
害
賠
償
法
の
有
す
る
加
害
者
に
対
す
る
サ
ン
ク

シ
ョ
ソ
の
機
能
を
余
り
重
視
し
な
い
半
面
、
調
整
機
能
＞
墓
笹
警
房
旨
㌣

算
帥
9
に
着
目
す
る
見
解
は
注
目
す
べ
き
内
容
を
も
つ
．
そ
し
て
調
整
機

能
の
点
か
ら
、
つ
ま
り
被
害
者
に
発
生
し
た
不
利
益
を
調
整
す
る
と
い
う

機
能
を
医
師
に
よ
る
適
法
な
選
択
的
様
態
の
抗
弁
に
持
た
せ
よ
う
と
考
え

て
い
る
と
思
わ
れ
る
．
こ
の
よ
う
に
損
害
賠
償
法
の
機
能
に
は
損
害
の
調

整
機
能
が
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
が
、
そ
の
機
能
を
適
法
な
選
択
的

様
態
の
抗
弁
に
持
た
せ
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
患

者
の
決
定
権
の
確
保
が
、
裁
判
所
が
患
者
に
代
わ
っ
て
同
意
す
る
結
果
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

失
わ
れ
る
と
い
う
重
大
な
危
険
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
患
者
の
自
分

で
決
定
で
き
る
と
い
う
利
益
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
裁
判
所
に
よ
る
患
者

に
代
わ
る
同
意
を
作
り
だ
そ
う
と
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
裁
判
例
で
は
、
第
3
章
で
見
ら
れ
た
通
り
、
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
は
こ
の
抗
弁
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
は
そ
の
抗
弁
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

件
を
満
た
す
限
度
で
こ
れ
を
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
．
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

そ
の
要
件
す
ら
軽
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
裁
判
例
に
見
ら
れ

る
傾
向
と
学
説
の
動
向
と
の
不
一
致
と
を
ど
こ
で
調
節
す
る
か
が
今
後
の

大
き
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
見
解
と
し
て
は
、
ド
イ
チ
ュ
の
主
張
す
る
患
者
の

判
断
の
自
由
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
損
害
は
完
全
に
賠
償
さ
れ
る
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

が
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
従
っ
て
医
師
の
抗
弁
を
認
め
な
い
と
し
て

も
、
損
害
賠
償
の
額
を
減
額
す
る
こ
と
は
調
整
内
容
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
適
法
な
選
択
的
様
態
の
場
合
に
は
、
医
師
に
こ
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
損
害
賠
償
義
務
は
全
く
な
く
、
ま
た
仮
に
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
ぽ
損

害
賠
償
義
務
が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
毘
9
琴
夢
営
α
q
の
処
理
が
行
な

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
．
損
害
の
種
類
に
よ
る
賠
償
額
の
軽
減
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
．
こ
う
し
た
画
一
的
処
理
の
妥

当
性
へ
の
疑
問
及
び
仮
定
的
因
果
関
係
の
場
合
の
損
害
賠
償
請
求
は
明
か

に
画
一
的
処
理
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
の
均
衡
か
ら
こ
の
よ
う
な
処

　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

理
を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
前
掲
・
樫
見
二
〇
ぺ
ー
ジ
参
照
．

（
2
）
　
∪
Φ
5
器
ン
勲
鋭
P
ミ
ω
曾
（
前
掲
・
邦
訳
九
六
ぺ
ー
ジ
以
下
）
。
し
か
し

説
明
義
務
に
違
反
し
た
侵
襲
自
体
が
違
法
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
前
提
は
成

立
し
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
　
U
。
暮
零
F
鈴
鉾
O
‘
ミ
9
（
前
掲
・
邦
訳
九
七
ペ
ー
ジ
）
。
　
客
a
ざ
琶
．

　
鉾
鉾
ρ
一
切
伽
”
μ
溜
伊
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（
4
）
O
ご
塗
ξ
り
勲
鋭
P
＜
。
『
伽
ω
お
8
鋭

（
5
）
　
U
。
5
8
7
Z
』
≦
お
僻
お
塗
　
参
照
。
な
お
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
説

明
と
は
他
人
に
よ
る
決
定
の
段
階
か
ら
、
自
己
に
よ
る
決
定
の
段
階
へ
と
移
行

す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
．
≦
①
詩
鎧
轟
昏
Φ
警
ぼ
5
ヨ
℃
圏
（
む
ミ
）
一

¢
器
や
　
（
邦
訳
・
啓
蒙
と
は
何
か
・
篠
田
英
雄
・
岩
波
文
庫
（
一
九
七
四
年
）

七
ぺ
ー
ジ
以
下
）
。
＞
畦
箆
緯
§
磯
は
説
明
と
も
啓
蒙
と
も
訳
す
こ
と
が
で
き

る
言
葉
で
あ
る
。
な
お
ω
。
匹
8
冨
ロ
霞
あ
巴
冨
葺
鋭
鋭
P
8
一
．
参
照
。

（
6
）
評
一
導
含
“
国
Φ
ぎ
言
戸
切
O
ω
＃
＞
ロ
ヰ
（
6
0
。
㎝
）
＜
。
㎏
伽
曽
O
＞
目
響

㎝
h
ぎ
宰
導
ξ
零
包
8
旨
ω
お
o
。
㎝
讐
8
ω
■
前
掲
・
樫
見
一
八
ベ
ー
ジ
。

（
7
）
　
閃
O
山
く
霞
影
這
鐸
一
9
㌣
団
Q
自
＜
。
議
図
ご
o。
卜
。
・
5
9。
　
参
照
。

閃
O
国
乞
『
霜
一
〇
僻
お
S
で
は
医
師
に
は
抗
弁
を
証
明
す
る
証
明
責
任
が
あ

る
が
、
患
者
に
も
前
掲
の
実
証
義
務
が
存
在
す
る
こ
と
を
判
示
し
、
さ
ら
に
疾

病
の
重
い
こ
と
と
選
択
の
方
法
と
し
て
認
め
ら
れ
た
療
法
に
有
利
な
結
果
予
後

が
あ
る
こ
と
を
前
に
し
て
治
療
拒
絶
の
根
拠
が
直
ち
に
は
明
か
で
な
い
場
合
に

も
前
述
の
実
証
義
務
が
あ
る
こ
と
を
説
示
す
る
。
ピ
塁
量
Z
q
≦
ご
o
。
μ
お
窪

　
（
一
ω
①
。
y
そ
の
実
証
義
務
は
ま
た
患
者
の
意
見
表
明
義
務
U
畦
一
。
豊
夷
巴
器
鹸

と
も
い
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
正
当
に
説
明
さ
れ
れ
ば
、
患
者
の
目
の
ざ
暮
か

ら
見
て
侵
襲
に
対
す
る
同
意
を
拒
絶
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
決
断
の
決
定
的

状
況
に
直
面
し
た
と
い
う
、
医
師
の
側
の
抗
弁
に
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ

　
の
よ
う
に
患
者
に
対
し
て
も
意
見
表
明
義
務
を
課
す
る
意
味
は
患
者
が
当
時
の

精
神
状
況
か
ら
拒
絶
の
可
能
性
を
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
要
求

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
患
者
に
対
し
て
も
医
師
に
対
し
て
も
義

務
が
課
さ
れ
て
い
る
の
は
訴
訟
上
の
状
況
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
。

U
①
暮
器
F
乞
『
名
ご
鷲
し
ω
8
．
参
照
。
な
お
前
掲
・
ハ
ン
ス
目
レ
オ
・
ヴ

　
ァ
イ
ヤ
ー
ス
・
二
一
六
（
一
三
〇
）
ぺ
ー
ジ
参
照
。

（
8
）
　
閃
国
Ω
＜
①
お
閃
一
り
o。
ど
O
ミ
．
切
O
出
＜
Φ
毎
国
一
㊤
o。
ω
㌔
合
ω
Ω
出
＜
①
毎
切

　
一
〇
〇
。
紳
に
自
　
こ
れ
ら
の
判
例
の
傾
向
に
よ
れ
ば
、
医
師
に
よ
る
選
択
的
様
態

　
の
抗
弁
を
認
め
る
結
果
、
医
師
の
説
明
義
務
そ
れ
自
体
を
制
限
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
か
、
さ
ら
に
は
医
師
法
の
分
野
か
ら
他
の
不
法
行
為
の
分
野
へ
と
適
用

範
囲
が
広
が
る
結
果
、
不
当
な
結
論
に
達
し
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
生
ず
る
。

U
①
暮
零
7
乞
q
≦
お
巽
し
ω
塗
（
竃
8
）
●
参
照
。

（
9
）
　
∪
①
5
鴇
F
費
鱒
ρ
し
誤
（
前
掲
・
邦
訳
九
七
ぺ
ー
ジ
）
（
前
掲
・
立
命
館

法
学
一
九
八
一
年
五
・
六
号
七
三
九
ぺ
：
ジ
）
。

（
1
0
）
　
前
掲
・
樫
見
二
六
ぺ
ー
ジ
参
照
。
さ
ら
に
筆
者
は
仮
定
的
因
果
関
係
と
適

法
な
選
択
的
様
態
の
問
題
領
域
に
関
し
て
損
害
額
の
上
で
な
ん
ら
か
の
調
整
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
案
し
て
い
る
。
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